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植物ホルモンであるジャスモン酸は、昆⾍や病原菌などの外的に対する植物の防御応答の誘導に関与します。本研究では、イネ
におけるジャスモン酸応答性転写因⼦であるRERJ1が揮発性有機化合物の⽣産などを介して植⾷性昆⾍や病原性の細菌に対する
防御応答の誘導に関与することを明らかにしました。本研究は、東京⼤学などとの共同研究として実施され、植物化学研究室で
はRERJ1の変異株の単離および相補株の作製など植物材料の作製に貢献しました。
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The rice wound-inducible transcription factor RERJ1 sharing same signal transduction pathway with OsMYC2 is
necessary for defense response to herbivory and bacterial blight


